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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 一 般 式 （ Ｉ ）
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　



（ 式 中 、 Ｑ は 環 状 ホ ス フ ァ ゼ ン 構 造
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
（ n'は ３ ま た は ４ に 等 し い 整 数 ） 、
　 ω ＝ ０ ま た は １ 、 ε ＝ ４ ま た は ６ 、 γ ＝ ０ ま た は １ 、 α と β は ０ ～ ８ の 整 数 、 δ ＝ ０ ま
た は １ 、 但 し
　 ｎ '＝ ３ で γ ＝ １ の と き 、 ε ＝ ４ で 、 α と β は 、 （ α ＋ β ） が ５ に 等 し い よ う に ０ ～ ５
の 整 数 で 、 δ ＝ １ ；
　 ｎ '＝ ３ で γ ＝ ０ の と き 、 ε ＝ ４ で 、 α と β は 、 （ α ＋ β ） が ６ に 等 し い よ う に ０ ～ ６
の 整 数 で 、 ω と δ は ０ に 等 し い ；
　 ｎ '＝ ４ で γ ＝ １ の と き 、 ε は ６ に 等 し く 、 α と β は 、 （ α ＋ β ） が ７ に 等 し く な る べ
き で あ る よ う に ０ ～ ７ の 整 数 で δ ＝ １ ；
　 ｎ '＝ ４ で γ ＝ ０ の と き 、 ε は ６ に 等 し く 、 α と β は 、 （ α ＋ β ） が ８ に 等 し く な る べ
き で あ る よ う に ０ ～ ８ の 整 数 、 ω と δ は ０ に 等 し い ；
　 Ａ は － OCF 2 X、 － OC 2 F 4 X、 － OC 3 F 6 Xタ イ プ （ Ｘ ＝ Ｆ ， Ｃ ｌ ， Ｈ ） の 末 端 基 、
　 R f と R' f は 、 280～ 5,000の 範 囲 、 好 ま し く は 500～ 2,000の 範 囲 の 数 平 均 分 子 量 を 有 し 、
か つ （ C 3 F 6 O） ； （ CFYO）
（ 式 中 Yは Fま た は CF 3 ） ； （ C 2 F 4 O） ； （ CF 2 (CF 2 ) x ' CF 2 O）
（ 式 中 X'は １ ま た は ２ に 等 し い 整 数 ） ； （ CR 4 R 5 CF 2 CF 2 O）
（ 式 中 R 4 と R 5 は 、 同 一 ま た は 異 な り 、 Hと Clか ら 選 択 さ れ る ） （ こ れ ら 式 中 、 ペ ル フ ル オ
ロ メ チ レ ン 単 位 の １ つ の 弗 素 原 子 は 、 任 意 に 、 H、 Clま た は 、 好 ま し く は １ ～ ４ の 炭 素 原
子 を 有 す る （ ペ ル ） フ ル オ ロ ア ル キ ル で 置 換 で き る ） 、 か ら 選 択 さ れ た 鎖 に 統 計 的 に 分 布
さ れ た １ 以 上 の 繰 返 し 単 位 か ら な る （ ペ ル ） フ ル オ ロ ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン 鎖 で あ る 。 ）
の 環 状 ホ ス フ ァ ゼ ン 化 合 物 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 式 （ II)又 は （ III)
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 ｎ 'は ３ ま た は ４ に 等 し い 整 数 で あ る ；
　 Aは 、 － OCF 2 X、 － OC 2 F 4 X、 ま た は － OC 3 F 6 Xタ イ プ （ X＝ F, Cl, H） ；
　 ω は ０ ま た は １ 、 好 ま し く は ０ に 等 し い 整 数 で あ る ；
　 α と β は （ α ＋ β ） ５ に 等 し く あ る べ き で あ る よ う に ０ ～ ５ の 整 数 で あ る ：
　 R f と R f 'は 上 記 の 通 り ）
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で 表 さ れ る 請 求 項 １ の 環 状 ホ ス フ ァ ゼ ン 化 合 物 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 R f が 、 鎖 上 に 統 計 的 に 分 布 さ れ た 次 の ペ ル フ ル オ ロ ポ リ オ キ シ ア ル キ
レ ン 単 位 ：
　 （ ａ ） － CF 2 － O－ (CF 2 CF 2 O) p ' (CF 2 O) q ' － CF 2 －
（ 式 中 、 p'と q'は 、 q'／ p'比 が 0.2と ２ の 間 で あ り 、 数 平 均 分 子 量 が 上 の 範 囲 で あ る よ う
な 数 で あ る ） ；
　 （ ｂ ） － CFY－ O－ (CF 2 CF(CF 3 )O) r ' － (CF 2 CF 2 O) s ' － (CFYO) t ' － CFY－
（ 式 中 、 Ｙ は 上 と 同 じ 、 ｒ '、 ｓ 'と ｔ 'は 、 ｒ '＋ ｓ 'が １ ～ 50の 範 囲 で 、 ｔ '／ （ ｒ '＋ ｓ '
） 比 が 0.01と 0.05の 間 で あ り 、 数 平 均 分 子 量 が 上 の 範 囲 内 で あ る よ う な 数 で あ る ） ；
　 （ ｃ ） － CF(CF 3 )(OCFY) t ' (OC 3 F 6 ) u ' － OR'' f Ｏ － (C 3 F 6 O) u ' (CFYO) t ' CF(CF 3 )－
（ 式 中 、 R'' f は C 1 ～ C 8 ペ ル フ ル オ ロ ア ル キ レ ン 、 ｕ '＋ ｔ 'は 数 平 均 分 子 量 が 上 記 で あ る よ
う な 数 、 ｔ 'は ま た ０ の 値 を 有 す る こ と が で き 、 Ｙ は 上 と 同 じ ）
　 （ ｄ ） － CF 2 CF 2 O－ (CF 2 (CF 2 ) x ' CF 2 O) v ' － CF 2 CF 2 －
（ 式 中 、 ｖ 'は 数 平 均 分 子 量 が 上 記 の 範 囲 内 で あ る よ う な 数 、 Ｘ 'は １ ま た は ２ ）
　 （ ｅ ） － CF 2 CH 2 － (OCF 2 CF 2 CH 2 ) w ' － OR'' f O－ (CH 2 CF 2 CF 2 O) w ' － CH 2 CF 2 －
（ 式 中 、 R'' f は 上 と 同 じ 、 ｗ 'は 数 平 均 分 子 量 が 上 の 範 囲 内 で あ る よ う な 数 ）
か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 １ 又 は ２ の 環 状 ホ ス フ ァ ゼ ン 化 合 物 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 R' f が 、 鎖 に 統 計 的 に 分 布 さ れ て 次 の ペ ル フ ル オ ロ ポ リ オ キ シ ア ル キ
レ ン 単 位
　 （ ａ '） － (C 3 F 6 O) q (CFYO) r －
（ 式 中 、 Ｙ は － Fま た は － CF 3 、 ｑ と ｒ は 整 数 で ｑ ／ ｒ 比 は ≧ ２ ）
　 （ ｂ '） － (C 3 F 6 O) q －
（ 式 中 、 ｑ は 数 平 均 分 子 量 が 上 記 で あ る よ う な 整 数 ）
　 （ ｃ '） － (C 3 F 6 O) q (C 2 F 4 O) t (CFYO) r －
（ 式 中 、 Ｙ は － F、 － CF 3 、 ｑ 、 ｔ と ｒ は 数 平 均 分 子 量 が 上 記 で あ る よ う な 整 数

ら 選 択 さ れ る 請 求 項 １ ～ ３ の 環 状 ホ ス フ ァ ゼ ン 化 合 物 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 一 般 式 （ IIＡ ）
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 R'fは 構 造 （ ａ '） と 500か ら 700の 間 の 数 平 均 分 子 量 を 有 し 、 Ｙ ＝ － CF 3 、 Ａ ＝ － O
C 3 F 6 Cl）
で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の 環 状 ホ ス フ ァ ゼ ン 化 合 物 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 一 般 式 （ IIＢ ）
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
で あ る 請 求 項 １ ～ ５ の 環 状 ホ ス フ ァ ゼ ン 化 合 物 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 一 般 式 （ IIIＡ ）
【 化 ６ 】
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（ 式 中 、 R' f は 構 造 （ ａ '） と 500～ 700の 数 平 均 分 子 量 を 有 し 、 Ｙ ＝ － CF 3 、 Ａ ＝ － OC 3 F 6 Cl
、 R f は 構 造 （ ａ ） と 1000～ 2000の 数 平 均 分 子 量 を 有 す る ）
で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の 環 状 ホ ス フ ァ ゼ ン 化 合 物 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 － ペ ル フ ル オ ロ ポ リ エ ー テ ル 構 造 を 有 す る 油 ま た は グ リ ー ス 、
　 － 請 求 項 １ ～ ７ の 式 （ I)、 （ II)、 （ III） 又 は （ IIA)、 あ る い は （ IIB)又 は （ IIIA)の
ホ ス フ ァ ゼ ン 又 は そ れ ら の 混 合 物 の 0.05～ 10重 量 ％ 、 好 ま し く は 0.4～ ５ 重 量 ％
か ら な る 潤 滑 抗 摩 耗 性 を 有 す る 組 成 物 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 ペ ル フ ル オ ロ ポ リ エ ー テ ル 潤 滑 油 又 は グ リ ー ス が 、
　 （ １ ） B－ O－ [CF(CF 3 )CF 2 O] m ' (CFXO) n ' － B'
（ 式 中 、 Ｘ は － Fま た は － CF 3 で あ り 、
　 Ｂ と Ｂ 'は 、 互 い に 同 一 ま た は 異 な り 、 － CF 3 、 － C 2 F 5 ま た は － C 3 H 7 か ら 選 択 さ れ 、
　 ｍ 'と ｎ 'は 、 ｍ '／ ｎ '比 が 20～ 1,000の 間 で か つ 製 品 の 粘 度 は 10～ 4,000ｃ Stの 間 で あ る
よ う な 整 数 、
　 各 種 単 位 は 鎖 に 沿 っ て 統 計 的 に 分 布 し て い る ）
　 （ ２ ） C 3 F 7 O－ [CF(CF 3 )CF 2 O] o ' － D
（ 式 中 、 Ｄ は 、 － C 2 F 5 ま た は － C 3 F 7 で あ り 、
　 ｏ 'は 、 製 品 の 粘 度 が 上 記 の 範 囲 で あ る よ う な 整 数 で あ る ）
　 （ ３ ） [C 3 F 7 O－ [CF(CF 3 )CF 2 O] p ' － CF(CF 3 )－ ] 2
（ 式 中 、 ｐ 'は 、 製 品 の 粘 度 で 上 記 の 範 囲 内 で あ る よ う な 整 数 で あ る ）
　 （ ４ ） B－ O－ [CF(CF 3 )CF 2 O] q ' (C 2 F 4 O) r ' (CFX) s ' － B'
（ 式 中 、 Ｘ は 、 － Fま た は － CF 3 で あ り 、
　 Ｂ と Ｂ 'は 、 互 い に 同 一 ま た は 異 な り 、 － CF 3 、 － C 2 F 5 ま た は － C 3 F 7 か ら 選 択 さ れ 、
　 ｑ '、 ｒ 'と ｓ 'は 、 製 品 の 粘 度 が 上 記 の 範 囲 で あ る よ う な 整 数 で 、 ま た ０ で も よ い ）
　 （ ５ ） B－ O－ (C 2 F 4 O) t ' (CF 2 O) u ' － B'
（ 式 中 、 Ｂ と Ｂ 'は 、 同 一 ま た は 異 な っ て 、 － CF 3 、 － C 2 F 5 ま た は － C 3 F 7 か ら 選 択 さ れ 、
　 ｔ 'と ｕ 'は 、 ｔ '／ ｕ '比 が 0.1～ ５ の 間 で 、 製 品 の 粘 度 が 上 記 の 範 囲 で あ る よ う な 整 数
で あ る ）
　 （ ６ ） B－ O－ (CF 2 CF 2 CF 2 O) v ' － B'
（ 式 中 、 Ｂ と Ｂ 'は 、 互 い に 同 一 ま た は 異 な っ て 、 － CF 3 、 － C 2 F 5 ま た は － C 3 F 7 か ら 選 択 さ
れ 、
　 ｖ 'は 、 製 品 の 粘 度 が 上 記 の 範 囲 で あ る よ う な 整 数 で あ る ）
　 （ ７ ） D－ O－ (CF 2 CF 2 O) z ' － D'
（ 式 中 、 Ｄ と Ｄ 'は 、 互 い に 同 一 ま た は 異 な り 、 － C 2 F 5 ま た は － C 3 F 7 か ら 選 択 さ れ 、
　 ｚ 'は 、 製 品 の 粘 度 が 上 記 の 範 囲 で あ る よ う な 整 数 で あ る ）
　 （ ８ ） R''' f － [C(CF 3 ) 2 － O－ C(R'' f ) 2 C(R'' f ) 2 － O] w ' － R''' f
（ 式 中 、 Ｒ ''' f は ペ ル フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 で あ り 、
　 R'' f は 、 Ｆ ま た は ペ ル フ ル オ ロ ア ル キ ル で あ り 、
　 ｗ 'は 、 ８ よ り 高 い か 等 し い 数 で あ る ）
か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 ８ の 組 成 物 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 式 （ IV） ま た は （ Ｖ ）
【 化 ７ 】
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の ペ ル ク ロ ロ ホ ス フ ァ ゼ ン と 、 式 AR' f CF 2 CH 2 OHの フ ッ 素 化 ア ル コ ー ル ま た は 任 意 に 式 HOCH

2 R f CH 2 OH（ Ａ 、 R f と Ｒ ' は 上 記 と 同 一 意 味 ） の ア ル コ ー ル と の 混 合 物 で 、 塩 基 の 存 在 下 で
反 応 さ れ る こ と に よ り 、 以 下 の 工 程 ：
（ Ａ ） 式 AR' f CF 2 CH 2 OHの フ ッ 化 ア ル コ ー ル ま た は こ れ と 式 HOCH 2 R f CH 2 OHの ア ル コ ー ル と の
混 合 物 と 、 式 （ IV） ま た は （ Ｖ ） の ペ ル ク ロ ロ ホ ス フ ァ ゼ ン を ア ル コ ー ル ／ ホ ス フ ァ ゼ ン
の １ ： １ の 等 量 比 で の 縮 合 反 応 、 20℃ ～ 100℃ 、 好 ま し く は 40℃ ～ 80℃ の 範 囲 の 温 度 で 、
塩 基 と 相 転 移 剤 の 存 在 下 、 有 機 溶 媒 中 で １ 工 程 で 行 わ れ 、 反 応 終 了 時 に 、 相 を 分 離 さ せ 、
重 い 有 機 相 を 回 収 す る 、
（ Ｂ ） 工 程 Ａ で 得 た 重 い 有 機 相 を 繰 り 返 し 水 洗 し 、 、
こ と か ら な る 請 求 項 １ 又 は ２ の 式 （ I)、 （ II)及 び （ III)の ホ ス フ ァ ゼ ン 化 合 物 の 製 造 方
法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 有 機 溶 媒 が 、 フ ッ 素 化 ま た は ヒ ド ロ フ ッ 素 化 溶 媒 で 、 20℃ ～ 150℃
、 好 ま し く は 40℃ ～ 100℃ の 沸 点 を 有 す る も の か ら 選 択 さ れ 、 溶 媒 ／ ア ル コ ー ル の 重 量 比
が 0.5～ 10、 好 ま し く は ２ ～ ５ の 範 囲 で 維 持 さ れ る も の か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 １ ０ に 記 載
の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 塩 基 と し て 、 OHま た は NaOHの 水 性 液 で 、 20～ 60w/w％ 、 好 ま し く は
30～ 50w/w％ の 濃 度 で 、 フ ッ 化 ア ル コ ー ル の ２ 倍 ～ 10倍 の 過 剰 の KOHま た は NaOHで あ る 量 で
用 い ら れ る 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 相 転 移 剤 が ッ 化 ア ル コ ー ル の １ ～ 10％ の 間 の モ ル 濃 度 で 用 い ら
れ る 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 ペ フ ル オ ロ 化 グ リ ー ス 及 び 油 の 耐 摩 耗 添 加 剤 と し て の 請 求 項 １ ～
７ の ホ ス フ ァ ゼ ン 化 合 物 の 使 用 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 反 応 は 、 20℃ ～ 100℃ 、 好 ま し く は 40℃ ～ 80℃ の 範 囲 の 温 度 で 、 塩 基 と 相 転 移 剤 の
存 在 下 、 有 機 溶 媒 中 で １ 工 程 で 行 わ れ る 。 有 機 溶 媒 は 、 従 来 技 術 の 公 知 の フ ッ 素 化 ま た は
ヒ ド ロ フ ッ 素 化 溶 媒 で 、 20℃ ～ 150℃ 、 好 ま し く は 40℃ ～ 100℃ の 沸 点 を 有 す る も の か ら 選
択 さ れ 、 溶 媒 ／ ア ル コ ー ル の 重 量 比 が 0.5～ 10、 好 ま し く は ２ ～ ５ の 範 囲 で 維 持 さ れ る 。
塩 基 と し て は 、 OHま た は NaOHの 水 性 液 で 、 20～ 60w/w％ 、 好 ま し く は 30～ 50w/w％ の 濃 度
で 、 フ ッ 化 ア ル コ ー ル の ２ 倍 ～ 10倍 の 過 剰 の KOHま た は NaOHで あ る 量 で 用 い ら れ る 。 相 転
移 剤 と し て は 、 当 該 分 野 で 知 ら れ た ホ ス ホ ニ ウ ム 塩 ま た は ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 が 好 ま し く
、 例 え ば テ ト ラ ブ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ド 、 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド が
挙 げ ら れ 、 フ ッ 化 ア ル コ ー ル の １ ～ 10％ の 間 の モ ル 濃 度 で 用 い ら れ る 。 温 度 に 従 属 し て 、
反 応 時 間 は 一 般 に ８ ～ 24時 間 で あ る 。 反 応 終 了 時 に 、 相 を 分 離 さ せ 、 重 い 有 機 相 を 回 収 す
る 。
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